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暫
學
研
究
　
第
入
十
七
號

山
鹿
素
行
に
於
け
る
古
塁
思
想
の
嚢
達

五

加
　
藤

一
四

仁
　
雫

　
萬
治
三
年
淺
野
家
一
千
石
を
僻
し
た
。
日
記
同
年
の
條
に
曰
く
「
九
月
依
大
島
馬
雲
入
致
仕
瀞
腺

太
守
甚
懇
遇
」
ビ
、
且
つ
細
書
し
て
日
く
「
太
守
預
欲
加
祓
持
久
有
僻
礁
心
志
依
太
守
隆
盛
逡
数
年
其

問
有
丁
酉
之
大
災
故
不
得
僻
待
時
至
幸
年
切
頼
大
島
以
請
之
」
ご
配
所
淺
筆
に
も
同
慌
な
記
事
を

児
る
。
残
筆
に
よ
れ
ば
「
知
行
の
事
は
其
方
望
に
御
任
可
有
之
候
」
こ
の
・
津
輕
に
も
へ
註
）
膿
よ
く
断
り

「

窟
嶋
石
越
、
萬
石
被
覆
候
事
何
よ
り
安
儀
に
候
由
被
仰
海
」
た
る
松
浦
侯
に
も
「
嘗
分
永
浪
入
ご
畳
悟

仕
候
」
ご
答
へ
て
る
る
。

　
軸
購
　
熊
川
良
洪
｛
麗
巻
十
一
、
一
五
二
脚
鼓
に
ほ
…
共
齢
㍊
が
あ
，
る
。
目
H
ノ
＼
「
中
門
露
四
存
目
”
鰍
鷲
懲
巾
ん
寸
僧
…
晶
双
か
騙
へ
二
君
点
心
ひ
し
か
．
ε
家
雌
娼
罪
障
保
ゴ
一
鰍
岬
窟
術
…
…
門
し
ひ
て
・
滋

　
　
留
け
る
ε
也
」
書
。

谷
倉
四
年
に
し
て
山
鹿
語
類
四
十
五
憲
の
縫
縮
あ
り
（
寛
文
三
年
四
十
二
歳
）
後
二
年
に
し
て
完
成

且
つ
そ
の
十
刀
聖
慮
要
録
を
出
版
し
た
。
「
聖
入
選
遠
微
言
漸
懸
漢
麿
無
明
之
富
者
誕
両
三
惑
中

華
既
然
況
本
朝
乎
先
生
勃
興
二
千
載
之
後
転
逃
豊
本
朝
崇
綱
公
孔
子
之
渾
こ
れ
實
に
彼
が
古
學
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を
唱
導
し
孔
子
以
後
の
學
は
取
る
に
足
ら
す
ε
す
る
所
以
セ
表
明
し
た
も
の
で
彼
の
唱
ふ
る
古

義
は
「
身
民
家
也
國
也
天
下
也
子
文
稲
武
其
敷
寝
聞
土
豪
不
通
爲
而
無
慮
敷
」
ご
い
ふ
の
㌘
そ
の
本

領
ビ
す
る
。
而
し
て
細
入
磁
歪
書
を
輯
鋒
し
て
編
を
な
し
た
け
れ
こ
も
謝
り
に
万
尋
宋
明
の
諸

、
儒
を
排
撃
痛
罵
し
一
天
下
の
學
者
の
執
る
ビ
こ
ろ
ご
相
志
す
る
一
例
へ
ば
滋
統
章
に
臼
く
「
道

統
漏
壷
話
語
寛
病
没
況
陸
王
之
徒
不
足
鋒
し
ご
い
ふ
が
如
き
一
が
赦
に
定
め
て
画
題
痛
論
の
一

世
に
沸
騰
せ
ん
事
を
慮
り
先
生
に
謁
し
て
「
此
書
可
以
秘
話
立
言
不
可
廣
示
於
入
且
排
斥
漢
唐
宋

明
之
諸
儒
是
違
乱
下
之
影
画
見
者
塞
翁
乎
」
ご
言
つ
だ
の
に
答
へ
て
「
慮
小
子
不
足
謀
」
こ
い
ひ
瀧
唐

の
言
忌
宋
明
の
心
裏
を
以
て
「
各
，
利
口
饒
舌
而
欲
辮
惑
，
国
焼
、
深
倉
聖
人
坐
於
塗
炭
」
こ
な
し
、
自
己

の
立
場
を
述
べ
て
學
は
寝
敷
に
志
し
て
異
端
に
志
さ
す
、
行
は
H
用
を
專
に
し
て
、
洒
落
を
事
ご
せ

す
、
知
の
至
る
や
嘉
せ
ざ
る
無
か
ら
ん
を
欲
し
、
行
の
篤
き
や
カ
め
ざ
る
無
か
ら
ん
を
欲
す
ご
し
て

み
る
。
彼
實
に
此
書
を
以
て
儒
學
廓
清
霜
露
租
述
の
祭
壇
に
供
す
べ
き
犠
牲
こ
し
た
も
の
で
あ

る
。
而
し
て
彼
自
身
も
亦
本
書
の
犠
牲
ε
し
て
後
野
生
を
献
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
註
　
艶
の
…
頂
主
ぜ
し
て
説
教
要
録
小
序
冤
文
乙
巳
季
冬
十
月
向
鹿
先
生
門
入
選
謹
題
ご
あ
る
も
の
に
鎌
る
。
硯
寡
の
序
丈
に
愚
丈
で
あ
る
が
細
詑
に

　
　
昇
れ
、
ば
珊
に
も
あ
っ
た
や
う
で
あ
ろ
。
術
此
の
項
の
嶺
に
山
麗
語
数
の
思
及
び
そ
の
黎
學
篇
の
序
に
も
大
同
小
異
に
詑
さ
れ
て
る
ろ
。

　
抑
も
山
鹿
語
類
は
績
集
枕
塊
記
（
註
こ
上
下
を
除
い
て
も
四
十
三
懇
、
國
書
刊
行
写
本
に
て
二
千

　
　
　
　
山
鹿
索
行
に
於
け
ろ
古
學
思
想
の
登
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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聯
織
鵬
聯
鱒
究
　
第
八
⊥
丁
七
驚
騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
山
ハ

七
十
七
頁
無
慮
七
十
四
萬
七
千
七
百
除
字
の
大
著
で
あ
る
。
そ
れ
に
現
れ
て
み
る
思
想
に
干
て

復
古
的
周
智
孔
子
的
色
彩
に
就
て
は
大
粒
に
於
て
矛
盾
を
認
め
得
な
い
。
こ
れ
丈
の
大
部
の
も

の
を
鶴
序
す
る
に
は
定
め
て
少
か
ら
滋
歳
刀
を
費
し
た
事
で
あ
ら
う
し
殊
に
三
十
五
歳
以
來
閾

暇
も
相
馬
あ
っ
た
こ
思
は
れ
る
i
三
十
九
歳
淺
野
家
を
致
仕
し
て
浪
入
し
て
み
る
一
に
も

拘
ら
す
殆
ざ
著
作
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
最
初
の
目
授
の
臼
は
鯨
程
早
か
っ
た
事
で
あ

ら
う
ご
察
せ
ら
れ
る
。
そ
の
時
が
寛
交
三
年
で
あ
っ
た
．
ぞ
語
類
の
序
と
、
二
年
越
あ
っ
た
か
（
残
筆

に
は
寛
交
の
初
ε
あ
も
）
は
明
か
で
な
い
が
兎
に
角
∵
七
の
時
少
く
こ
も
聖
學
篇
の
時
は
既
に
立
涙

に
こ
の
新
學
派
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
註
二
）
織
記
寛
文
二
年
八
月
十
九
目
の
條
に
讃
近
思
録
ご

あ
り
、
三
年
六
刀
朔
臼
に
讃
嗣
子
聖
書
ビ
見
え
て
み
る
が
こ
の
近
思
録
を
雌
臼
何
れ
の
賑
を
以
て

見
だ
や
ら
う
か
い
こ
、
に
重
要
な
意
義
を
齎
す
の
で
あ
る
○
然
る
に
寛
文
二
年
入
月
十
九
疑
在

宿
晃
近
思
録
云
々
ご
云
へ
る
別
の
記
事
を
随
筆
に
於
て
獲
渇
す
る
こ
ご
に
依
っ
て
吾
入
は
當
時

佛
敷
調
質
陽
明
の
説
に
肉
醤
し
つ
、
あ
っ
た
こ
ε
、
當
日
綱
子
の
太
極
圖
説
に
耀
し
て
禽
磯
す

る
ビ
こ
ろ
の
あ
っ
た
こ
ご
、
を
認
め
る
こ
ご
が
幽
賜
る
○
日
く

　
周
子
縫
無
極
而
太
極
，
予
曰
く
易
の
繋
僻
に
太
群
生
雨
儀
ε
忠
で
無
極
の
言
な
し
、
周
子
は
じ
め

　
て
無
極
の
説
を
田
せ
り
…
…
－
下
れ
を
提
携
せ
ば
…
…
…
郡
氏
陽
明
の
學
に
比
す
べ
し
：
…
：
・
愚
案
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を
煎
へ
て
こ
れ
を
考
ふ
る
に
孔
子
易
に
於
て
無
極
の
沙
汰
無
し
無
極
の
道
理
あ
る
べ
き
を
論

　
せ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
周
子
の
無
極
は
馳
に
足
を
そ
ゆ
る
に
比
す
べ
き
か
（
中
黒
図
れ
佛
見
に

　
ひ
ご
し
か
ら
ん
か
今
夜
こ
の
霞
爽
を
止
す
、
猶
工
夫
あ
る
べ
し
．
（
山
鹿
素
行
先
生
精
紳
訓
二
六

　
五
i
六
頁
）

　
譲
關
冤
丈
五
年
十
二
月
二
十
二
撰
先
考
疾
病
に
筆
奮
起
し
翌
年
暇
聡
慧
欝
に
璽
ろ
衷
で
の
塊
に
枕
す
ろ
（
父
な
失
ひ
て
）
日
豊
霊
徳
戒
、
逗
考
聾
書
た
載

　
　
ぜ
六
β
醒
書
朝
行
倉
本
で
三
十
七
八
頁
の
も
の
。

　
設
畑
讐
年
二
年
な
趣
ふ
の
ほ
一
に
ほ
仁
齋
復
古
の
年
蜜
前
後
な
争
っ
て
み
る
か
ら
で
も
あ
る
Q

當
時
の
彼
の
聖
學
に
つ
や
て
着
遇
す
べ
か
ら
ざ
る
黙
は
少
く
な
い
が
今
そ
の
一
二
を
賂
説
す
る

　
1
不
得
巳
、
孟
子
藤
文
公
下
篇
「
予
堂
好
本
乎
獣
帯
得
已
也
」
ご
あ
る
の
は
素
行
の
ビ
臥
は
全
然
意

昧
を
異
に
し
て
み
る
。
思
ふ
に
素
行
の
如
き
意
昧
に
於
て
素
行
の
如
く
歎
多
く
用
み
て
み
る
の

は
古
來
そ
の
例
が
少
い
の
で
あ
ら
う
○
田
崎
商
學
士
（
註
こ
は
不
得
巳
の
三
字
を
以
て
素
行
の
學

問
の
根
本
義
ご
し
て
是
の
如
く
蓮
べ
て
る
る
Q
「
天
地
の
森
羅
入
閥
の
萬
象
悉
く
皆
．
不
得
已
の
所

以
に
よ
り
て
形
成
し
組
織
し
運
擾
し
活
動
し
結
果
せ
ら
る
、
も
の
ビ
な
す
の
客
掘
的
大
智
槻
に

到
蓮
せ
り
○
宇
宙
の
成
住
壊
塞
も
人
問
の
盛
衰
興
亡
．
も
人
生
の
生
老
死
も
心
意
の
張
弛
生
滅
も

悉
く
躍
れ
久
遠
恒
常
の
大
理
、
原
た
る
不
得
已
の
理
法
に
外
な
ら
す
ご
し
以
て
既
に
成
れ
る
世
界

の
最
絡
の
二
宮
は
此
の
三
字
を
精
て
他
に
求
む
可
ら
す
ご
な
せ
る
が
如
し
」
ご
。
　
彼
に
あ
っ
て
は

　
　
　
　
出
鹿
素
行
に
於
け
る
古
學
思
想
の
愛
愚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
七

唱
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哲
學
研
究
第
入
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

麗
も
誠
も
性
も
凡
て
「
不
得
已
偏
で
解
し
得
る
0

　
2
理
事
妙
合
　
理
氣
妙
合
而
膚
生
々
無
舟
底
能
戚
通
知
識
者
性
也
、
入
物
生
々
無
点
天
命
故
臼

天
命
細
砂
性
（
聖
激
要
録
下
性
の
章
）
甥
義
に
之
を
解
し
て
「
理
は
畜
生
の
物
論
括
る
は
理
説
氣
は
蔽

て
漏
ざ
い
る
も
の
は
是
氣
也
如
此
理
氣
は
相
投
し
て
不
離
此
理
あ
れ
ば
跳
氣
相
因
り
茄
氣
あ
れ

ば
此
理
相
合
へ
り
妙
含
は
理
氣
測
り
知
ら
れ
す
し
て
暗
に
相
奮
ふ
を
理
財
妙
含
ε
云
へ
り
」
こ
い

つ
て
る
る
。
愈
愈
の
他
の
章
に
は
「
埋
は
筋
別
れ
た
る
を
云
へ
り
。
物
の
筋
々
別
れ
て
為
る
は
理

也
氣
は
而
て
洩
さ
ざ
る
も
の
是
氣
也
。
理
青
る
ご
云
へ
こ
も
曾
て
洩
さ
ざ
る
の
氣
あ
ら
ざ
れ
ば

物
生
す
る
こ
ご
不
能
也
。
　
天
の
物
を
蔽
て
不
定
が
如
し
。
　
是
難
卵
を
以
て
比
喩
す
る
に
内
に
一

走
子
（
＝
墨
形
也
）
備
る
は
理
郭
外
よ
）
蔽
て
洩
さ
す
暖
む
る
者
は
是
鼠
也
」
ご
例
を
あ
げ
て
説
朋
し

て
み
る
。
理
氣
の
語
は
仁
政
要
録
五
三
七
〇
字
（
原
文
の
漢
文
に
よ
る
大
豊
の
計
算
）
中
に
於
て
ぎ

へ
「
理
氣
（
一
）
砂
留
軸
合
（
一
）
理
氣
夢
合
（
三
）
浬
氣
交
威
（
三
）
」
の
合
計
八
簿
所
に
現
れ
て
を
り
、
語
類
聖
學

篇
懇
四
十
一
「
論
天
命
之
胃
性
」
ご
＝
九
頁
以
下
に
も
歎
十
箇
斯
見
え
て
み
る
。
そ
れ
ら
に
於
て
朱

儒
の
用
み
な
れ
て
み
た
理
氣
の
語
を
用
み
て
宋
儒
書
は
瀦
の
意
昧
を
含
め
な
が
ら
易
蕾
學
や
中

庸
の
天
命
性
滋
激
を
説
明
し
且
つ
登
展
さ
し
た
も
の
ご
見
得
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
但
し
素
行

の
謝
熟
せ
る
聖
學
論
を
貫
通
す
る
原
理
こ
し
て
之
を
認
め
ん
ご
す
る
は
籐
り
に
早
計
の
戚
が
あ
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る
こ
ご
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
○
寄
居
量
問
（
四
十
七
歳
）
に
一
ヶ
燐
見
え
て
み
る
が
そ
の
意
昧
は

別
で
あ
る
し
申
霞
割
實
に
は
全
然
現
れ
て
み
な
い
。
原
源
薮
機
に
も
見
え
な
い
。
而
し
て
四
書

に
現
れ
た
る
理
ご
氣
ご
は
四
書
索
引
に
よ
れ
ば
大
略
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
が
一
つ
も
理
氣
ご

導
い
た
後
世
風
の
用
例
は
無
い
。
〔
理
（
孟
子
）
四
ヶ
所
に
七
字
。
（
中
旛
）
ニ
ケ
、
所
に
二
宇
Q
氣
（
中
庸
と
。

論
語
）
四
ヶ
灰
に
六
宇
。
（
孟
子
）
十
喜
劇
。
〕
純
粋
に
嗣
孔
そ
の
物
へ
復
締
せ
ん
ε
せ
る
素
行
子
に
宋

儒
風
の
理
氣
論
の
あ
る
の
を
幾
分
不
徹
底
の
械
あ
り
ビ
考
へ
て
る
た
吾
人
は
後
年
の
蓮
作
こ
の

比
較
研
究
に
よ
っ
て
今
や
断
然
當
代
の
素
行
に
宋
儒
の
濫
風
因
襲
ご
発
る
べ
き
理
氣
論
の
あ
っ

た
事
を
認
め
る
。

　
3
性
　
人
々
所
賦
之
性
初
相
近
因
氣
質
之
習
相
即
ご
孔
子
の
趣
旨
を
蓮
べ
て
性
善
性
悪
等
の

性
説
に
反
曝
し
て
み
る
。
賜
物
に
品
々
の
形
め
る
は
妙
含
の
購
過
不
及
の
差
が
あ
る
か
ら
で
入

に
も
遇
不
及
の
差
が
あ
っ
て
、
賢
愚
の
別
を
生
す
る
而
も
君
子
小
人
の
成
る
こ
ご
は
皆
習
ひ
敷
へ

る
研
に
原
因
す
る
Q
「
賢
愚
は
自
然
に
稟
駈
礎
質
に
か
、
う
震
子
小
人
は
習
激
に
か
》
れ
る
」
へ
弊
義
）

の
で
そ
の
習
敷
ご
い
ふ
の
は
格
物
致
知
を
指
し
て
み
る
○
又
「
思
入
不
等
天
命
氣
獲
無
性
若
相
分

期
天
人
理
氣
覧
聞
隔
」
（
聖
激
要
録
下
性
の
章
）
こ
い
ひ
辮
、
義
に
も
「
性
を
二
つ
に
分
ち
論
ず
る
者
は

差
継
也
如
曲
四
二
つ
に
分
て
論
ず
れ
ば
細
な
る
こ
ε
は
細
な
り
ε
云
へ
こ
も
聖
學
に
於
て
無
盆
之

　
　
　
　
肉
鹿
索
行
に
於
け
ろ
古
學
思
想
の
獲
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
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哲
學
研
究
　
第
八
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

也
」
ざ
説
い
て
み
る
。
　
宋
儒
ご
同
じ
く
霊
気
の
語
を
矯
…
み
な
が
ら
最
も
よ
く
孔
子
の
門
戸
意
を
理
解

し
且
つ
説
明
し
て
み
る
も
の
で
性
善
を
以
て
論
陣
を
張
つ
淀
孟
子
よ
り
も
更
に
孔
子
に
忠
簑
な

る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（
註
二
）

軌

註
職
　
閣
簸
継
濟
灘
誌
第
七
巷
第
八
岱
肉
施
棄
行
の
民
致
論

罵
　
魏
義
ほ
素
行
自
身
の
鰹
で
あ
る
が
非
爾
理
的
な
不
徹
底
な
聡
慧
が
少
く
な
い
。

　
　
本
論
丈
に
形
式
的
方
面
を
生
ビ
し
れ
か
ら
内
容
的
方
耐
に
就
い
て
に
後
満
更
に
翌
翌
し
よ
う
ミ
思
ふ
Q

脚

由A

四
書
句
護
大
杢
　
目
記
寛
文
六
年
の
條
に
「
霜
月
十
日
初
讃
論
語
將
述
句
護
」
ご
あ
）
、
次
い
で
七
年

の
條
に
、
大
霜
月
十
欝
、
今
疑
四
書
句
讃
筆
功
畢
」
「
小
十
二
月
ご
十
入
臼
、
句
意
再
罪
責
」
ご
あ
る
も
の

之
で
あ
る
。
患
ふ
に
江
月
に
み
る
閥
は
諸
大
名
の
訪
購
や
数
千
人
の
門
人
等
が
あ
っ
た
の
で
繁

忙
を
極
め
た
け
れ
ざ
も
今
や
一
切
の
紛
々
た
る
俗
界
の
鯛
係
を
断
ち
切
っ
て
議
論
の
身
ご
な
っ

た
の
だ
か
ら
活
動
圭
義
の
素
行
子
に
ご
つ
て
此
の
・
†
年
開
は
…
心
頭
な
る
精
管
」
的
事
業
を
な
す
・
に

絶
好
の
機
奮
で
あ
っ
た
。
新
弁
白
石
も
熊
澤
徳
器
も
隠
居
ビ
か
失
脚
ご
か
の
お
蔭
で
不
朽
に
傳



r，lr）

ふ
べ
き
経
國
の
大
業
を
成
し
た
が
思
へ
ば
素
行
子
に
ε
つ
て
も
配
所
の
十
年
は
極
め
て
意
味
の

あ
る
も
の
ビ
な
っ
た
。
外
孫
耕
磁
心
が
當
時
の
努
力
を
詑
し
て
「
凡
ナ
年
中
不
疾
病
乃
口
鵠
而
不

課
、
夙
興
孜
々
讃
書
、
碧
學
二
野
大
越
作
文
武
之
書
」
（
識
醐
）
ビ
い
ひ
更
に
歎
じ
て
「
蓋
天
欲
令
以
幽
居
蝦

先
生
以
蒙
大
幸
愚
説
世
説
民
乎
」
（
註
二
〉
ご
述
べ
て
み
る
の
は
意
昧
の
あ
る
事
ご
思
は
れ
る
。
か
、

る
記
念
す
べ
藩
．
∴
融
層
雲
の
最
初
に
あ
ら
は
れ
た
る
蒲
も
主
要
な
る
業
績
の
一
は
い
ふ
迄
も
な
く

本
童
閂
で
あ
っ
た
。

　
愚
久
曾
親
二
子
之
説
大
壁
其
説
黒
帯
而
一
旦
不
怨
輿
之
背
馳
且
切
疑
二
子
之
賢
而
不
察
此
篤

　
思
鼠
誰
読
人
之
罪
不
可
以
解
読
反
掌
直
有
年
叢
叢
猛
，
洞
然
知
無
声
全
土
忘
備
鍮
之
誘
問
嘗

　
句
讃
之

ご
こ
れ
自
序
に
現
れ
た
る
著
述
の
動
機
で
あ
る
。
欝
欝
大
嘗
法
に
も
訓
甜
宇
解
尤
從
朱
子
章
句

至
註
聖
學
之
大
義
悉
輿
程
朱
懸
特
ご
あ
る
。
三
軍
帥
を
森
ふ
べ
し
匹
夫
も
十
全
を
奪
ふ
可
か
ら

す
況
ん
や
大
丈
夫
の
信
念
を
や
椛
勢
の
塵
迫
は
僅
に
素
行
子
を
駆
っ
て
愈
々
そ
の
聖
學
を
…
進
め

し
め
た
る
を
見
る
の
み
の
威
が
あ
る
。

　
註
凹
　
周
㎜
、
山
漉
誌
　
一
七
頁

　
講
層
董
問
（
四
十
七
歳
）
ロ
記
寛
文
入
戊
串
年
六
月
の
條
溶
解
十
縫
後
覧
左
傳
．
迄
七
月
廿
二
措
畢

　
　
　
　
山
鹿
素
行
に
於
け
る
古
県
息
想
の
嚢
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
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暫
導
研
究
　
傭
入
ナ
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

　
　
　
猛
力
（
朱
堂
じ

窮
左
縛
撰
草
一
滞
」
ご
あ
る
が
同
年
三
多
之
夜
調
唆
義
弟
俗
的
に
か
み
砕
い
た
書
き
方
を
し
た
唾

罵
愚
問
が
著
は
さ
れ
た
。
「
量
子
在
側
購
之
難
之
或
群
論
或
三
之
潮
汐
秋
懸
感
吟
籐
慰
議
居
之
参

塞
絡
草
堂
少
脱
藁
挨
來
芝
之
鳶
色
云
』
こ
い
ふ
の
が
そ
の
序
文
で
學
問
（
上
、
申
）
治
李
（
下
）
の
三
懇
に
溺

た
れ
た
素
宥
子
四
十
七
歳
の
思
想
を
鏡
ふ
べ
き
殆
ご
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
修
身
受
用
妙
時
代

の
三
品
一
致
ご
反
劉
に
三
婆
一
二
を
説
い
て
み
る
。
（
一
＝
二
頁
¢
二
二
に
つ
い
て
も
僅
に
次
の
如

き
端
黒
に
て
而
も
一
ヶ
撰
論
じ
て
み
る
丈
で
あ
る
。
「
入
モ
突
如
鳶
人
欲
ト
天
理
ト
形
氣
理
二
相

因
グ
而
シ
テ
此
入
・
記
帳
世
事
行
レ
人
欲
キ
ラ
フ
ニ
ア
ラ
ズ
天
理
藤
覗
城
ス
ル
ニ
薩
ナ
シ
テ
ン
パ
形

氣
ノ
タ
メ
ニ
出
ル
情
ヲ
朱
子
サ
シ
プ
人
心
ト
云
滋
理
ノ
爲
二
丁
ル
情
ヲ
道
心
ト
テ
セ
ル
、
ソ
ノ
認

ト
ハ
ソ
ア
ル
ニ
似
タ
尤
不
正
云
々
」
ご
。
之
に
依
れ
ば
理
氣
は
形
気
に
封
ず
る
も
の
で
瀧
理
を
意

隊
し
、
人
馬
に
胸
す
る
天
理
を
さ
す
も
の
で
あ
る
ウ
從
っ
て
語
類
時
代
の
理
氣
ご
は
全
然
そ
の
意

一
義
を
異
に
す
る
○

　
次
に
二
代
の
誤
記
を
見
ん
か
っ
寛
究
下
聞
塗
年
入
月
五
二
護
潜
確
類
書
。
同
十
二
月
菅
九
演

縣
叢
濃
類
書
九
十
冊
、
同
九
年
己
癒
二
月
管
一
鷲
潜
確
類
書
筆
功
畢
、
九
月
再
護
文
選
迄
翌
年
、
四
月

畢
糧
…
葦
之
功
。
十
二
月
骨
七
目
中
朝
轡
μ
録
成
（
本
書
は
後
年
申
・
朝
事
費
　
ご
改
め
ら
れ
た
）
中
・
朝
事
欝
録

は
語
類
の
君
滋
ご
憩
号
し
て
見
る
べ
き
帝
王
學
で
あ
り
政
治
論
で
あ
る
。
　
中
朝
中
切
中
華
中
洲

勘
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（
註
）
の
含
む
内
容
に
鞭
て
は
非
常
な
差
が
あ
る
け
れ
ざ
も
導
入
君
子
馬
韓
黎
學
等
に
就
て
は
大
差
．

な
し
ビ
見
て
よ
か
ら
う
。
但
し
彼
の
政
治
論
に
，
於
て
報
木
問
題
の
＝
こ
見
る
べ
き
封
建
郡
縣
の

國
家
組
織
論
に
少
か
ら
ざ
る
饗
化
を
署
讃
す
る
事
は
出
摩
な
い
。
霧
滋
九
、
治
禮
に
封
建
郡
縣
（
三

四
三
頁
一
三
五
四
頁
）
ご
題
し
て
或
は
「
爾
の
卜
い
つ
れ
か
嚢
世
の
守
に
利
あ
ら
ん
こ
な
ら
ば
爾
な

が
ら
其
法
正
し
く
し
て
謡
ハ
法
相
立
ば
各
天
下
の
守
謹
た
る
べ
し
」
こ
い
ひ
或
は
「
今
天
下
を
俄
に
封

建
に
せ
ん
郡
縣
に
せ
ん
ご
云
こ
ビ
は
却
て
胤
，
を
是
く
に
等
し
故
に
封
建
郡
縣
ご
も
に
用
て
其
良

法
を
数
に
あ
り
」
こ
い
っ
た
も
の
が
中
朝
事
實
紳
治
章
に
は
「
封
建
は
天
下
を
公
に
す
る
が
如
く
に

し
て
天
下
を
私
し
王
侯
を
世
々
に
す
る
が
如
く
に
む
て
王
侯
を
害
し
百
姓
を
利
す
る
が
如
く
に

し
て
百
姓
を
毒
し
王
室
を
下
る
が
如
く
に
し
て
王
室
に
敵
す
上
に
義
倉
の
正
し
き
あ
り
ご
錐
も

下
は
必
ず
駿
魑
の
志
を
存
す
是
悉
く
其
の
人
を
得
べ
か
ら
す
一
た
び
之
を
封
，
す
る
時
は
期
ち
天

子
速
に
之
を
礎
す
る
事
を
得
す
執
政
は
藪
に
之
を
嫁
す
る
こ
ご
を
得
ざ
れ
ば
な
九
ご
大
士
に
も

封
建
制
度
の
幕
政
時
代
に
之
を
罵
倒
し
「
郡
縣
の
如
き
は
是
に
異
り
」
摩
し
て
「
任
限
あ
b
交
替
あ
り

瓢
隣
あ
り
輔
佐
あ
り
監
察
あ
り
共
任
を
移
し
易
く
そ
の
愚
を
規
し
易
し
上
に
政
敷
の
化
な
し
ビ

錐
も
下
に
尾
大
に
し
て
算
は
ざ
．
る
の
失
無
し
故
に
人
を
選
び
て
以
て
任
す
是
天
下
を
公
に
す
る

也
、
王
公
坐
な
が
ら
其
の
澱
を
食
み
で
欝
ら
瞼
に
摩
る
の
暴
な
し
是
王
公
を
世
に
す
る
主
群
を
恐

　
　
　
　
肉
麗
素
行
に
於
け
ろ
古
學
思
想
の
嚢
藩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
三
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哲
學
碍
究
第
八
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

れ
て
欲
を
逞
し
う
せ
す
遷
す
事
を
志
し
て
吏
務
を
画
ま
す
是
百
姓
を
利
す
る
也
土
地
響
け
入
民

鷹
あ
る
は
こ
れ
王
室
を
興
す
る
也
逢
い
ふ
に
劉
つ
た
。
更
に
勢
望
を
以
て
翼
制
す
る
所
古
法
に

子
壷
ご
錐
も
尤
も
治
乱
の
要
を
得
た
り
」
こ
な
し
秦
の
失
敗
を
詐
し
て
は
門
李
斯
が
奏
す
る
所
始
皇

の
行
ふ
勝
は
其
實
は
天
下
を
私
す
る
也
故
に
そ
の
制
明
か
な
ら
す
そ
の
法
正
し
か
ら
す
遽
に
観

賊
の
基
ご
な
れ
り
是
宗
元
が
駈
謂
失
は
政
に
め
り
て
制
に
あ
ら
ざ
る
也
」
こ
い
っ
て
る
る
〇
四
年

前
語
類
に
於
て
周
の
爆
管
を
の
み
模
範
ご
し
て
み
た
が
如
き
態
度
ご
は
多
少
の
相
違
の
あ
る
事

を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
離
昇
残
響
に
於
て
は
最
初
に
自
家
の
學
筋
の
墾
遷
襲
蓬
を
述
べ
た
・
上

「
今
臼
田
用
事
物
の
上
五
倫
之
道
に
身
を
お
き
疑
用
事
物
の
閥
に
癒
接
」
し
て
考
へ
て
見
乃
ど
一
i

こ
れ
が
素
行
子
馬
風
の
餌
鷲
δ
臨
ビ
考
へ
得
ら
れ
る
ご
思
ふ
一
1
世
問
ご
學
問
ご
別
の
中
に
な
り

畑
瀬
の
至
極
ご
は
存
ぜ
ら
れ
す
か
く
て
直
ち
に
周
公
孔
子
笹
書
を
見
て
初
め
て
思
郷
の
滋
筋
を

明
に
得
心
し
て
聖
學
の
、
り
を
定
む
る
に
至
っ
た
。
例
へ
ば
紙
を
直
ち
に
た
つ
に
い
か
程
細
工

が
よ
く
て
も
定
規
の
な
い
．
手
に
任
せ
て
立
て
ば
残
ら
ず
ろ
く
に
は
成
ら
す
又
「
其
身
は
ろ
く
に
」
立

っ
て
も
入
々
に
左
…
榛
に
た
》
せ
る
事
は
出
軍
な
い
が
定
規
を
あ
て
、
た
て
ば
大
方
幼
若
の
濤
泡

先
づ
典
筋
目
の
如
く
に
は
之
を
た
っ
も
の
で
あ
る
。
尤
も
其
間
に
上
手
下
手
は
あ
る
け
れ
ご
も

典
筋
目
は
一
陣
り
に
な
る
、
さ
れ
ば
聖
八
の
道
筋
ご
云
ふ
の
を
よ
く
得
心
す
れ
ば
右
の
定
規
を
知



、

る
か
ら
何
事
で
も
其
人
の
學
章
程
に
は
其
滋
を
合
黙
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
の
聖
學
の

滋
筋
ご
は
何
で
あ
る
か
ご
い
ふ
に
「
身
を
修
め
人
を
正
し
世
を
治
期
せ
し
め
功
成
り
名
逮
侯
楼
に

候
」
ざ
い
ふ
の
で
此
の
學
相
積
む
時
は
「
知
事
日
々
新
に
し
て
徳
自
ら
高
く
仁
心
ら
厚
く
勇
自
ら
立

て
」
終
に
は
「
功
も
な
く
名
も
な
一
無
爲
無
妙
窪
地
に
可
至
扁
さ
れ
ば
「
功
名
よ
り
入
り
て
功
名
嵐
、
な
く

只
入
た
る
の
滋
を
霊
す
」
の
み
で
あ
る
。

　
譲
四
十
七
畿
泡
ば
支
那
か
意
昧
し
穴
も
の
が
本
嚢
に
顧
て
凡
て
a
本
海
翻
す
こ
ミ
に
な
つ
六
。

七

or19

　
「
激
二
遇
ノ
図
録
ラ
兵
學
ヲ
唱
ヘ
テ
経
學
ヲ
磨
ス
、
聾
立
見
ル
所
時
流
ト
作
フ
ヲ
以
テ
ナ
リ
、
故
二
其

著
ス
所
多
ハ
兵
書
ナ
リ
」
ε
兵
法
傳
統
録
（
註
【
）
の
頭
書
朱
書
に
見
え
て
み
る
が
、
あ
る
論
潜
（
註
；
は
．

か
う
し
た
事
實
に
乗
じ
て
（
勿
論
之
を
讃
ん
だ
鐸
で
は
な
い
が
）
素
行
子
が
十
年
流
氷
の
爲
め
新
知

識
に
涯
⑰
最
早
経
管
を
以
て
世
に
立
つ
事
が
出
摩
な
か
っ
た
の
だ
こ
論
じ
て
み
る
が
そ
れ
は
誕

で
あ
る
。
購
記
六
十
二
歳
の
條
に
は
天
和
三
年
極
月
二
十
二
欝
夕
熊
澤
嘉
右
衛
門
等
玄
談
聖
敷

要
録
、
二
十
五
力
点
受
訴
要
録
、
二
十
八
口
予
講
聖
澱
要
録
聖
入
之
章
ご
見
え
、
更
に
璽
天
和
四
年
の

條
に
も
正
油
七
縫
殿
…
統
章
講
、
十
羅
聖
學
、
十
二
羅
講
中
庸
序
、
十
四
縫
講
中
庸
第
一
章
、
十
二
臼
聖
敢

　
　
　
　
山
鹿
素
行
に
於
け
ろ
實
學
思
想
の
獲
蓮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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哲
學
研
姫
拠
　
策
八
－
T
・
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
山
ハ

要
録
等
の
語
が
徴
干
し
て
み
る
し
、
同
年
二
月
目
も
こ
巨
下
墨
書
志
，
十
七
爲
聖
敷
要
録
な
ざ
、
児

え
て
み
る
。
沸
之
五
十
七
歳
に
し
て
原
源
濃
機
二
懇
、
六
十
三
歳
に
し
て
原
源
登
機
甲
解
二
憲
ε

い
ふ
貴
重
な
遺
著
を
平
し
て
み
ろ
Q
其
の
騰
裁
垂
耳
易
に
類
す
る
も
の
で
從
て
蓮
書
に
も
正
蒙

に
も
太
詑
に
も
鬼
蓮
つ
た
も
の
で
あ
る
Q
　
「
分
」
字
を
多
く
用
み
て
み
る
な
ご
か
ら
い
ふ
ご
議
法
上

老
子
や
国
構
に
學
ん
だ
事
の
少
か
ら
ざ
る
を
思
ふ
。
思
愁
に
於
て
も
語
類
以
後
さ
し
た
る
礎
化

を
爽
兄
し
な
い
。
相
愛
ら
す
不
得
已
を
用
み
て
「
天
長
地
久
也
何
以
長
久
不
得
已
也
」
こ
か
「
入
物
綿

々
也
何
以
綿
々
無
造
作
也
何
以
無
造
作
不
得
巳
也
」
ご
か
い
っ
て
み
る
。
（
註
三
）

　
註
糊
　
松
浦
家
所
薮
蛮
・
に
隷
る

　
　
二
　
山
方
石
之
助
編
十
六
徳
敬
語
惇
田
鹿
素
行
の
際
滲
看
、
明
治
四
十
三
年
版
、
旋
罵
ぜ
る
材
料
ぱ
齋
ご
凡
て
弁
上
認
許
其
仙
の
研
究
莫
儘
で
何
等

　
　
　
論
ず
る
に
足
り
無
い
が
白
膿
か
鏡
て
輿
行
に
封
し
允
電
い
ふ
態
度
丈
ほ
旨
意
に
慣
す
ろ
。

　
　
蕊
　
外
崎
畳
氏
獅
蕨
の
総
本
に
搬
る
、
奥
恐
及
び
蹟
丈
に
つ
き
て
ば
藝
文
第
十
三
年
第
十
二
號
の
擦
傷
為
勢
照
さ
れ
れ
い
Q
本
書
の
下
巷
第
七
章
て

　
　
　
に
敦
の
時
に
在
ろ
・
さ
＼
養
の
地
に
誰
ろ
こ
亡
、
殺
ふ
る
に
湿
た
以
て
す
、
ろ
こ
ぐ
＼
訓
の
典
に
煮
ろ
こ
ご
、
…
敦
の
審
に
在
る
こ
ビ
、
敷
育
の
法
、

　
　
　
一
寂
の
省
に
照
る
こ
ビ
、
養
毅
の
轡
芦
・
一
雀
ゐ
・
・
書
目
勲
》
か
・
四
講
じ
て
み
る
が
認
自
い
・
㌦
の
が
あ
ろ
り
弱
へ
ば
｛
欽
山
日
法
怨
り
海
じ
て
、
「
六
云
、
府
牛
有
牛
分

　
　
　
“
行
不
行
」
ミ
云
ひ
置
ハ
り
詳
解
に
ば
「
有
｝
牛
・
臼
響
有
一
牛
不
学
、
牛
首
書
牛
津
右
脳
行
右
不
行
、
能
行
者
養
以
法
省
石
膏
也
不
行
者
非
不
行
不

　
　
　
能
行
也
、
雲
不
能
行
者
牛
手
失
養
錐
養
不
以
典
咄
池
也
」
番
い
つ
て
み
る
Q

八

之
を
要
す
る
に
三
十
五
歳
で
聖
學
の
定
義
が
大
髄
出
車
、
四
十
二
歳
で
周
子
の
無
極
に
反
鋤
し
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山
鹿
素
行
に
於
け
る
古
學
悪
想
の
嚢

七

四
十
四
歳
で
殆
ご
頂
黙
に
達
し
同
時
に
一
大
災
厄
を
將
饗
し
た
○
か
く
て
講
居
以
後
愈
々
圓
熟

し
て
愈
々
卑
下
か
ら
離
れ
る
ご
共
に
士
霊
的
國
雛
論
的
の
色
彩
を
濃
厚
に
す
る
事
に
な
っ
た
の

で
あ
る
Q
入
は
多
く
日
本
入
の
猫
創
力
の
極
め
て
思
い
事
を
歎
じ
ご
も
す
れ
ば
殆
ざ
凡
て
の
憂

明
嚢
見
を
外
國
よ
り
の
晴
示
か
模
倣
に
よ
れ
る
ご
し
て
み
る
。
伊
藤
甲
斐
の
復
古
學
さ
へ
そ
の

悲
し
む
べ
き
嫌
疑
は
千
古
に
解
け
難
い
謎
こ
な
っ
て
み
る
。
然
し
吾
等
は
上
騰
述
べ
來
れ
る
が

如
き
冠
會
的
環
境
中
の
心
理
学
思
懸
に
よ
っ
て
素
行
子
の
復
古
に
は
そ
の
濁
創
の
功
を
認
め
得

る
ご
思
ふ
。
濁
り
に
鼎
來
仁
齋
嗣
襟
の
問
題
が
興
り
そ
れ
に
關
す
る
確
鈍
な
る
更
料
が
智
見
さ

れ
た
こ
し
て
も
吾
人
は
軍
に
そ
の
上
述
の
如
き
環
境
ご
心
的
経
遇
ご
の
み
に
て
も
當
然
あ
れ
丈

の
許
与
を
唱
へ
饗
し
得
た
ε
の
説
明
を
な
し
得
る
や
う
に
思
ふ
。
而
し
て
叢
に
注
意
す
べ
き
は

顕
十
歳
代
迄
苦
し
ん
だ
そ
の
苦
し
み
疲
い
た
果
て
に
　
　
そ
れ
が
よ
し
近
代
的
の
彊
み
こ
い
ふ

程
深
刻
な
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
　
　
こ
の
結
論
を
得
た
事
で
あ
る
。
結
果
の
如
何
は
第
二

こ
も
て
之
丈
で
も
吾
人
は
そ
の
鷲
0
8
。
。
ω
を
頗
る
奪
い
も
の
こ
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
吾
人
が
素
・

行
子
に
共
鳴
す
る
黙
の
一
は
確
に
こ
の
人
生
観
地
墨
橋
こ
そ
の
澆
ま
ざ
る
奮
陶
ご
最
後
に
あ
る

も
の
を
臓
ち
得
た
る
雄
々
し
｝
、
・
噂
δ
8
湊
そ
の
物
で
あ
る
。
盆
暗
ナ
三
臼
稿
）
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